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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  

本 研究 は 、 3D プ リ ン タ ー を用 い た 造 形活 動 の 実 践と 記 録 を 通し て 、 そ の長 所 と 短 所を 明 ら か にし 、

教 員養 成 系 大 学に お け る 彫刻 を 始 め とす る 立 体 制作 へ の 活 用可 能 性 と 課題 を 検 証 する こ と を 目的 と

し てい る 。  

従 来の 彫 刻 ・ 立体 制 作 に おい て は 、 粘土 ・ 木 ・ 石・ 金 属 な ど、 素 材 に 直接 触 れ 、 身体 を 介 し ての 造

形 が主 流 で あ った が 、 近 年の デ ジ タ ル化 に よ り 3D ス キ ャ ン 、フ ォ ト グ ラメ ト リ ー 、 AI 生 成 、 CAD に

よ り立 体 を デ ータ と し て 扱う ケ ー ス が増 加 し て いる 。 ま た 、 3D プ リ ン ター は 低 価 格化 が 進 み 、学 校

教 育へ の 導 入 も現 実 的 に なり つ つ あ るが 、 実 際 に 3D プ リ ン ター で の 制 作や 実 践 を 行っ た 事 が ある 学

生 は希 少 で あ り、 制 作 経 験を 持 た せ る必 要 が あ ると 考 え ら れる 。  

本 研究 で は 、 本学 に お い て彫 刻 を 専 攻す る 学 部 2 年 生 以 上 の学 生 の 一 部お よ び 、 １年 生 を 対 象と し

た 演習 受 講 者 の一 部 を 対 象に 、 主 に 三つ の 実 践 を行 っ た 。 第一 に 、 学 生が 制 作 し た立 体 作 品 を 3D ス

キ ャン ア プ リ Scaniverse ま た は Polycam 等 によ っ て 3D デ ー タ 化し 、 作 品 およ び 制 作 過程 の 記 録 ・

保 存を 試 み た 。第 二 に 、 演習 室 に 3D プリ ン タ ー を常 設 し 、 従来 の 素 材 と並 ぶ 新 た な造 形 素 材 ・手 法

の 一つ と し て 学生 が 継 続 的に 活 用 で きる 環 境 を 整え た 。 第 三に 、 粘 土 で制 作 し た 作品 を デ ー タか ら

複 数作 品 を 出 力し 、 形 態 の変 更 、 複 製、 着 色 な どの 実 験 を 行い 、 デ ジ タル 技 術 を 介し た 造 形 表現 の

展 開を 検 証 し た。 そ の 際 に は 3D デ ー タを 実 際 に 出力 す る た めの ス ラ イ サー ア プ リ の説 明 を 行 い、 写

真 か ら AI 等 を 利用 し て 3D モ デ ルを 生 成 す る 方 法 や、 ブ レ ン ダー 等 を 用 いて デ ジ タ ル空 間 上 で 造形

す る方 法 に 関 する 紹 介 も 行っ た 。  

 この 三 つ の 実践 か ら 、 デー タ 化 に よっ て 、 外 形、 プ ロ ポ ーシ ョ ン 、 表面 の 凹 凸 、ス ケ ー ル 情報 、

複 製可 能 な 三 次元 形 状 な どは 比 較 的 保存 し や す いと い う 長 所が あ る 一 方で 、 重 量 感、 温 度 、 硬さ 、

素 材固 有 の 触 覚、 微 細 な 制作 痕 、 作 品と 身 体 と の関 係 な ど は失 わ れ や すい と い う 短所 が 明 ら かと な

っ た。  

実 践を 経 た 学 生の 自 由 記 述は 、「 形 態 認識 」「 素 材認 識 」「 ス ケー ル 認 識 」「複 製 ・ 変 形に 対 す る 認

識 」の 四 つ の 観点 か ら 分 析し た 。 形 態認 識 で は 、作 品 を 前 後左 右 上 下 から 観 察 す る必 要 性 や 、向

き 、底 面 積 、 量感 、 面 の 変化 な ど を 構造 的 に 捉 え直 す 経 験 が確 認 さ れ た。 素 材 認 識で は 、 粘 土作 品

が 樹脂 等 の 別 素材 と し て 再構 成 さ れ るこ と で 、 同じ 形 態 で あっ て も 重 量や 扱 い 方 、展 示 方 法 が変 化

す るこ と へ の 気づ き が み られ た 。 ス ケー ル 認 識 では 、 デ ジ タル 化 に よ って 原 寸 か ら解 放 さ れ 、拡

大 、縮 小 、 分 割、 試 作 が 可能 に な る 点が 示 さ れ た。 ま た 、 複製 ・ 変 形 につ い て は 、単 純 な コ ピー で

は なく 、 反 転 、切 断 、 連 結、 部 分 拡 大、 反 復 な どに よ っ て 、新 た な 造 形表 現 へ 発 展さ せ 得 る こと が

理 解さ れ た 。  

以 上か ら 、 3D プ リ ン タ ー を用 い た 造 形活 動 に は 、形 態 を 多 視点 か ら 観 察す る こ と 、ス ケ ー ル を自 在

に 変更 す る こ と、 複 製 や 反復 を 表 現 へ転 換 す る こと 、 出 力 上の 失 敗 か ら構 造 を 学 ぶこ と 、 デ ジタ ル

と 手仕 事 を 接 続す る こ と など の 教 育 的可 能 性 が 認め ら れ る 。  

3D ス キ ャン や 3D プ リン タ ーは 、 従 来 の彫 刻 制 作 を置 き 換 え るも の で は なく 、 彫 刻 を「 物 質 」 と

「 情報 」 の 双 方か ら 捉 え 直す た め の 新た な 造 形 手段 と な り 得る 。 今 後 は、 AI に よ る 3D デー タ の生 成

や 手作 業 に よ る再 加 工 も 含め 、「 デ ジ タル と 手 仕 事を 往 還 す る彫 刻 ・ 立 体制 作 教 育 」と し て 、 その 可

能 性を さ ら に 検証 し て い きた い 。  

 

【研究成果発表方法】 
発表予定論文名：3D プリンターを活用した造形活動の実践と記録に関する研究  

― 立体作品のデジタル化と造形表現への展開 ― 
第 60 回日本美術教育研究発表会（口頭発表，2026 年 10 月開催，主催：公 益社 団 法 人  日 本美 術 教 育 連合 ）  

学会誌等名：日 本美 術 教 育 研 究論 集 第 60 号 （ 執筆 中 ）  

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 

 


